
血
朋
世
脚
　
ｌ
・
肌
用
刷

は
調
肝
脚

の
誰
肌
用

劇
順

融
肌

肌
用
脚
ル

仙
川
Ｈ
ｒ
凧
．
¶
誰
脚
仙
肝

棚
脚

肝
…
‖
誰

川
日
日
日
野

．
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

触
嘲

－

8月10。

刷肝　　杉「第482号才
毎　月10日・25日

福　岡　県　遠　賀　郡

水　巻　町　発　行

〇〇〇〇さあ－、大きく深呼吸しましょう○？○○
子供にとって楽しい夏休み、でも朝寝ぽうはダメです。朝のきれいな空気を一杯にすって、ラジオ体操をしましょ

う。写真は、吉田団地でのラジオ体操風景、小さな子もお兄ちゃん、お姉ちゃんに合せて一生懸命、手や足を動かし

て体操をしています。

役場業務の休み　芸霊妄呈崇二豊㌍誓監票吉おり行います）

じ

て

保

存

し

ま

し

ょ

う

禦

‥

Ｙ

一人でも　まちますきちんと　青信号　（毎月20日は九州交通安全の目）
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老齢年金額の例

納 め た 期 間 年 金 額
（ ） は 月額

10 年年 金
3 43 ，500　 円

（28 ，625 円）

25年納 付
5 43 ，300　 円

（45 ，275 円）

4 0年納 付
8 69 ，3 00　 円

（7 2 ，44 1円 ）

～老齢年金の計算方法～
◇…昭和55年度の消費者物価指数が7．8％上…◇

◇…昇したことに伴い、今年もこれにスライ…◇

◇…ドして7．8％の年金額の引き上げが行わ…◇

◇…れました。そこで、ここでは、この老齢…◇

◇…年金の計算方法をご紹介します。あなた…◇

◇…も自分の年金額を計算してみてください・‥◇

年金額は次のように計算されます

老齢年金の額は、次の（1）と（2）とを合わせた額です。（年額）

（1）基本額

（1，680円×納付月数〕＋（1，680円×免除月数×施）×1．078

（物価スライド分）

（2）高齢者優遇加算額

昭和5年4月1日以前に生れた人で、老齢年金を受けるのに必要

な資格期間が10年から24年に短縮された人には、次の額が加算され

ます。

650円×（300一加入月数）×讐孟群×1・078
（物価スライド分）

．－．1，．．－°－．‥．－Ｉ．－‥ｔ一一一‥．．一′・－‥．・一一．－・．▼一′－・．．．、－．－．．‥．一、－．ｔｈ．一′－．・ｔ．－ヽ一一ｅり．一．．ヽ．．．．、一′り・

少年の非行化防止

◎

／
！
村
　
。
非
行
を
発
見
し
た
ら
早
目
に
相
談
す

る
。

0
地
域
で
は
有
害
環
境
を
是
正
す
る
。

今年満50歳になった

大正10年4月生まれの方の計算例

国民年金加入期間　36年4月－56年3月

20年（240ケ月）

保険料納付期間

（全期間完納　20年（240ケ月））

（1）基本額

1，680円×240月×1．078＝434，649円

（2）優遇加算額

650円×（300－240）×諾×1・078二42，042。

年金額

434，649円十42，042円≒476，700円

（50円未満切りすて、50円以上切りあげ）

月額　39，725円

ｔ川．ｌｌｌＨｄＬｌｌ州■ｌＪｍＬｌｌｒＪＩＩＭｒ■ＩｌｌＨＩＴＩＩＨＩＩＩＪｌｒＩｌ川ＩＬＬＪＩＪＨＩ Ｌ：ＩＩＨｌｌＪ ＬｌＨｔｌＪＩＩｌＨｌＤｌｌＩＨｔｄｌＪｌｌ‖ｌｔｔＨＭｌ．

夏
は
少
年
の
非
行
が
ふ
え
る
季
節
で

す
。
〝
内
の
子
ど
も
に
限
っ
て
″
と
思

わ
ず
、
毎
日
の
行
動
や
服
装
に
十
分
注

意
を
し
ま
し
ょ
う
。

少
年
非
行
の
傾
向

○
罪
の
意
識
が
低
く
遊
び
型
が
多
い
。

○
児
童
・
生
徒
の
非
行
化
が
す
す
ん
で

い
る
。

○
喫
煙
・
家
出
・
夜
遊
び
・
シ
ン
ナ
ー

乱
用
が
ま
ん
延
し
て
い
る
。

○
性
犯
罪
が
ふ
え
て
い
る
。

○
女
子
の
万
引
、
売
春
が
ふ
え
て
い
る

非

行

化

の

兆

候

○
服
装
が
乱
れ
、
金
使
い
が
荒
く
な
る

○
買
い
与
え
ぬ
衣
類
、
文
具
等
を
持
っ

て
い
る
。

○
う
そ
が
多
く
な
り
反
抗
的
と
な
る
。

○
外
出
、
外
泊
を
好
む
よ
う
に
な
る
。

○
電
話
や
友
人
の
訪
問
、
呼
び
出
し
が

ふ
え
る
。

○
親
の
干
渉
を
こ
と
さ
ら
嫌
う
よ
う
に

な
る
。

○
学
校
や
職
場
を
怠
け
る
。

非
行
防
止
の
た
め
に

○
親
の
責
任
を
自
覚
し
、
節
度
あ
る
行

動
を
と
る
。

○
親
子
の
対
話
で
明
る
い
家
庭
環
境
を

つ
く
る
。

○
節
度
あ
る
生
活
を
習
慣
づ
け
る
。

○
子
ど
も
の
服
装
、
所
持
品
、
交
友
関

係
に
注
意
す
る
。

○
愛
情
の
あ
る
接
し
方
の
中
で
も
善
意

の
け
じ
め
な
ど
は
厳
し
く
し
つ
け
る

○
学
校
と
よ
く
連
絡
し
合
う
。

思いやる　心と心が　平和の世界　　猪熊小5年　目々谷万里子
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を

ていますが

撮

水
が
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠
か

せ
な
い
大
切
な
〝
生
命
の
源
″
で
あ
る

こ
と
は
、
い
ま
さ
ら
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。

水
道
の
水
が
止
ま
っ
た
ら
、
家
虞
で

、
学
校
で
、
病
院
で
、
工
場
で
　
ー
　
わ

た
し
た
ち
の
生
活
は
い
た
る
と
こ
ろ
で

立
ち
往
生
し
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
水
の
大
切
さ

を
頭
で
は
理
解
し
て
い
て
も
、
ふ
だ
ん

の
生
活
で
は
ま
だ
ま
だ
ム
ダ
に
水
を
使

っ
て
い
る
面
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

夏
場
は
、
ｌ
年
の
う
ち
で
も
最
も
水

を
多
く
使
う
季
節
で
す
。
い
ま
一
度
、

暮
ら
し
の
中
の
水
の
大
切
さ
を
見
直
し

ま
し
ょ
う
。

⑳

今
後
も
家
庭
用
水
の
使
用
量
は
伸
び

る
も
の
と
予
測
さ
れ
、
国
土
庁
の
推
計

に
よ
り
ま
す
と
、
一
日
一
人
当
た
り
、

昭
和
六
十
年
に
は
二
百
三
十
リ
ッ
ト
ル

六
十
五
年
に
は
二
百
六
十
リ
ッ
ト
ル
と

昭
和
五
十
年
の
約
一
・
五
倍
に
な
っ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
水
道
の
水
に
は
限
り
が
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
ダ
ム
に
よ
る
水
資

源
の
開
発
に
は
、
水
源
地
の
人
々
の
協

力
、
多
額
の
建
設
費
、
長
い
歳
月
が
必

要
で
す
。

つ
く
ら
れ
る
水
道
の
水
－
－
い
ま
こ

そ
、
わ
た
し
た
ち
は
、
ふ
だ
ん
の
生
活

の
中
で
ム
ダ
の
な
い
合
理
的
な
水
利
用

を
実
践
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

一
人
一
日
当
た
り
の
使
用
量

間
㍑
　
ビ
ー
ル
ビ
ン
ｍ
本
分

い
ま
、
わ
た
し
た
ち
は
、
家
庭
で
ど

の
く
ら
い
の
水
を
使
っ
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。

昭
和
五
十
年
の
全
国
平
均
で
み
ま
す

と
、
一
人
一
日
当
た
り
、
百
七
十
五
リ

ッ
ト
ル
で
、
ビ
ー
ル
ぴ
ん
に
換
算
し
ま

す
と
約
二
百
七
十
六
本
分
に
相
当
し
ま

す
。昭

和
四
十
年
の
一
日
一
人
当
た
り
水

の
使
用
最
は
九
十
六
リ
ッ
ト
ル
、
ビ
ー

ル
ぴ
ん
約
百
五
十
一
本
分
で
す
か
ら
、

十
年
間
で
約
一
・
八
倍
と
、
二
倍
近
く

も
家
庭
用
水
の
需
要
が
増
え
て
い
ま

す
。

毎月の検針にご協力を．て／

漏水などを早期に発見するために、

水道のメーター近くに犬をつないだ

り物を置かないようにお醸いします0

ス
ポ
ー
ツ
コ
ラ
ム

水
巻
町
バ
レ
ー
少
年
団
大
会
を
開
催

7
月
1
1
日
・
1
2
日
の
両
日
、
水
巻
町

内
バ
レ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
5
．
6

年
生
リ
ー
グ
戦
と
、
4
年
生
新
入
団
歓

迎
大
会
が
、
水
巻
南
中
学
校
と
頃
末
小

学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

入
団
ま
も
な
い
4
年
生
ポ
ー
ラ
ー
の

元
気
い
っ
ぱ
い
の
プ
レ
ー
や
、
5
．
6

年
生
の
力
強
い
サ
ー
ブ
、
ア
タ
ッ
ク
に

会
場
の
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
も
盛
大

な
応
接
。
特
に
6
年
生
の
決
勝
戦
は
、

頃
末
と
伊
左
寧
フ
イ
オ
ン
ズ
の
大
接
戦

と
な
り
、
フ
ル
セ
ッ
ト
の
末
、
頃
宋
チ

ー
ム
が
初
優
勝
を
と
げ
ま
し
た
。

大
会
成
績

◇
6
年
生
リ
ー
グ
戦
◇

1
位
　
頃
末

2
位
　
伊
左
座
ラ
イ
オ
ン
ズ

3
位
　
吉
田

◇
5
年
生
リ
ー
グ
戦
◇

1
位
　
伊
左
座

2
位
　
富
田

3
位
　
頃
末

◇
新
入
団
員
歓
迎
大
会
◇

1
位
　
伊
左
座
Ａ

2
位
　
伊
左
座
Ｂ

（バレー少年団大会試合風景）

伊左座ヤンキース

伊左座ライオンズ

全国大会に出場
◇健闘を祈ります◇

全
国
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
大

会
の
福
岡
県
代
表
と
な
っ
た
、
伊
左
座

ヤ
ン
キ
ー
ス
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
カ
ッ
プ
全
日
本
バ
レ
ー

小
学
生
大
会
の
福
岡
県
代
表
と
な
っ
た

伊
左
座
ラ
イ
オ
ン
ズ
は
、
そ
ろ
っ
て
全

国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
、
ご
健
闘
を
祈
り
ま

す
。（

全
国
大
会
日
程
及
び
場
所
）

○
伊
左
座
ヤ
ン
キ
ー
ス

8
月
1
5
日
　
名
古
屋
市

○
伊
左
座
ラ
イ
オ
ン
ズ

8
月
1
7
日
　
東
京
・
駒
沢
体
育
館

詳しくは、国際協力事業団九州支部へ（笹092・411・1846）第39期海外移住研修生を募集
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老

人

精

密

検

診

▽
日
時
　
8
月
2
4
日
、
2
5
日

1
0
時
～
1
1
時
ま
で

▽
場
所
　
机
山
荘

▽
内
容
　
心
電
図
、
貧
血
検
査

昭
和
5
6
年
度
宅
地
建
物

取
引
主
任
者
資
格
試
験

▽
受
付
期
間

8
月
3
1
日
か
ら
9
月
4
日
ま
で

▽
受
付
場
所

県
土
木
事
務
所
の
建
築
課

▽
用
紙
配
布

受
験
案
内
書
及
び
申
込
用
紙
は
8

月
1
3
日
か
ら
受
付
場
所
と
同
じ
所

で
配
布
す
る
。

▽
受
験
資
格

①
高
等
学
校
卒
業
者

①
宅
地
、
建
物
の
取
引
に
閑
し
二

年
以
上
の
実
務
経
験
者

㊥
前
2
号
に
準
ず
る
者
と
し
て
知

事
が
認
め
た
者

※
詳
し
い
こ
と
は
、
北
九
州
土
木
事
務

所
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

北
九
州
市
営
バ
ス

か
ら
の
お
知
ら
せ

北
九
州
市
営
バ
ス
で
は
、
8
月
1
4
日

1
5
日
、
1
6
日
の
3
日
間
は
、
日
祝
日
ダ

イ
ヤ
で
運
行
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
黒
崎
～
本
城
西
団
地
～
浅
川

橋
の
系
統
に
つ
い
て
は
、
1
4
日
、
1
5
日

が
平
日
ダ
イ
ヤ
、
1
6
日
は
日
祝
日
ダ
イ

ヤ
で
運
行
さ
れ
ま
す
。

就
学
猶
予
免
除
者
の

中
卒
程
度
認
定
試
験

▽
顧
書
受
付
期
間

。

0

月

1

1

日

～

9

月

1

0

日

▽
書
類
の
交
付
及
び
受
付
場
所

福
岡
市
中
央
区
酉
中
洲
6
番
2
9
号

「
福
岡
県
教
育
庁
指
導
第
二
謀
」

▽
受
験
資
格
　
昭
和
5
7
年
3
月
3
1
日
ま

で
に
満
1
5
歳
以
上
に
な
る
者
で
、
次

の
川
か
ら
用
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
者

の
現
在
、
義
務
教
育
語
学
校
へ
の
就

学
を
猶
予
若
し
く
は
免
除
を
受
け
て

い
る
者
又
は
以
前
に
受
け
た
者

は
旧
尋
常
小
学
校
又
は
旧
国
民
学
校

、

、

、

、

、

－

　

　

－

　

、

、

、

、

、

　

－

　

　

－

　

1

1

1

1

と

．

．

1

　

－

　

1

1

1

1

1

　

－

　

　

－

　

1

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ｌ

1

．

ｈ

ｔ

ｔ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ｌ

ｌ

へ
の
就
学
の
猶
予
又
は
免
除
を
受
け

た
者

㈹
義
務
教
育
諸
学
校
を
卒
業
で
き
な

か
っ
た
者
で
、
手
続
き
を
し
て
猶
予

又
は
免
除
を
受
け
な
か
っ
た
が
、
猶

予
又
は
免
除
を
受
け
る
こ
と
の
で
き

る
事
由
と
同
等
の
事
由
が
あ
っ
た
と

文
部
大
臣
が
認
め
た
者

撞
受
験
の
手
続
き
等
詳
し
い
こ
と
は
、

県
教
育
庁
指
導
第
二
課
へ
お
た
ず
ね
く

だ

さ

い

。

（

曾

0

9

2

・

7

7

1

・

1

1

6

1

）

災
害
復
興
住
宅
資
金
の

貸
付
け

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
6
月
2
5
日
か

ら
の
梅
雨
前
線
大
雨
に
よ
り
住
宅
に
被

害
を
受
け
ら
れ
た
万
に
対
し
て
、
災
害

復
興
住
宅
資
金
の
貸
付
け
を
行
い
ま
す

貸
付
け
が
適
用
さ
れ
る
災
害
は
「
昭

和
5
6
年
6
月
2
5
日
か
ら
昭
和
5
6
年
7
月

1
6
日
に
お
け
る
梅
雨
前
線
大
雨
に
よ
る

災
害
」
。
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
住
宅

金
融
公
庫
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

巡
回
交
通
事
故
相
談

次
の
と
お
り
巡
回
交
通
事
故
相
談
所

が
開
設
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

戦
没
者
の
追
悼
式
と
盆
供
養

■
ｈ
Ｊ

ｌ

国
で
は
、
8
月
1
5
日
（
終
戦
記
念
日
）

に
戦
没
者
の
追
悼
式
を
行
い
ま
す
。

町
で
も
、
こ
の
日
の
正
午
に
サ
イ
レ
ン

を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
、
「
黙
と
う
」
を

さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

臼

正

午

黙

と

う

を

ま
た
遺
族
会
で
は
、
8
月
1
6
日
午
後

5
時
か
ら
頃
末
慰
霊
塔
で
戦
没
者
の
盆

供
養
を
行
い
ま
す
の
で
、
退
族
の
か
た

は
お
参
り
下
さ
い
。
な
お
、
当
日
が
雨

天
の
と
き
は
翌
日
に
順
延
し
ま
す
。

開設 市
開 設 月　日

相 談 場 所
8 月 9 月 10 月 11月

中間 市 3　日 7 日 5 日 5 日
中 間市 役所 市 民相 談室

0 93－ 24－ 11 11

飯 塚 市
11 日 8　日 6　日 10 日 飯塚 市 役所 市 民相談 室

25 日 24 日 27 日 24 日 0 948 2－ 2 － 5500

直方 市 10 日 9 日 7 日 11 日
直 方市 役所 市 民相 言炎室

09 492－ 2 －41 11

※相談時間　午前10時から午後4時まで
※受　　付　午後3時まで

〃　ク　ク　ク　ク　ク　〃　ク　ク　ク　ク
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座

8
月
は
福
祉
年
金
証
書
の
提
出
月
で
す

福
祉
年
金
を
う
け
て
い
る
方
は
、

8
月
1
1
日
に
年
金
を
受
け
ら
れ
た
ら

す
ぐ
に
年
金
証
書
と
印
鑑
を
持
っ
て

役
場
の
国
民
年
金
係
に
所
得
状
況
届

を
提
出
し
て
下
さ
い
。
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ロ
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤

こ
れ
は
、
所
得
な
ど
を
調
査
し
て

来
年
の
7
月
ま
で
の
支
給
年
金
額
を

証
書
に
記
入
す
る
た
め
の
も
の
で
す

も
し
こ
の
証
書
の
提
出
が
遅
れ
ま
す

と
、
次
の
1
1
月
の
年
金
支
払
日
に
年

金
が
う
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。8

月
2
0
日
ま
で
に
必
ず
年
金
証
書

と
印
鑑
を
も
っ
て
役
場
の
国
民
年
金

係
で
手
続
き
を
す
ま
せ
て
下
き
い
。

農
業
委
員
き
ま
る

新
し
い
農
業
委
員
に
、

ま
ｈ
ソ
ま
し
た
。

会
　
長
　
大
場
寿
基
雄

副
会
長
　
井
上
　
毅

委
　
員
　
安
部
舛
三
郎

ク
　
　
竹
内
　
国
彦

次
の
万
が
き

猪
熊

古
貿

立
屋
敷

二二

らノ、′でＴ（　′、‘ｌヽ1′Ｖ軸へ′へ‘軸～、′…鴨′～叫ノ柵、′、）～もゝ

～　お　　礼～
香典返しとして次のかたから社会福祉協議会にご

寄贈がありました。ご冥福をお祈りいたします。

故真鍋　平六殿

故樫山　カヨ殿

故河野　芙義殿
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